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研究雑話(97)I姿勢の保持と歩行運動の神経僻 (10)
障害児教育・動作学箆土実習(15)I膝這い位への移行にみる姿勢反射と共同運動の統合
藤井力夫

前回は、栂腹側中心被蓋野や椛

背側中心被藁野といった部位の存

在をめぐって、筋トーヌス設定機

構についてお話しました。野球で

ポールを打つとさなど.最適な構

えには余分なカを抜くことが重要

です。最初の歩行もそうです。っ

かまり立ちで料杯では歩めませ

ん。過緊張からの解放が必要です。

膝這い動作による共同運動の習熟

がこれを可能にしました。力を入

れたり、抜いたりする機械と手足

A 共同運動の設定に関する機能的閉回路。
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B 姿勢反射の発現・ 増強と 共 同運動の習熟。
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l身体を弓なりにする 屈臨軒の作用を仰え、伸展を促進

2顕からの立ち直り反応の出現 寝返りが可能となる

3瞳臥位での傾斜辰応の出現 慣臥位で肘を伸lまして両手で体重
を支えられる

.，..方へ白パヲシュ ト反応の出現 両手で支えて座れる

5対称性緊張世覇直射の出現 四つ遣い位保持が可能となる

6背臥位・座位での傾斜反応の出現 支えなしで座れる

7前方へのパラシュ ト反応の出現 四つ温い位への藍控保持可能

s背臥位・座位での傾斜反Eの増強 四つ遭い位移動が可能となる
及び四つ遺位での傾斜反応の出現

9後方への"ヲシュ ト互応の出現 自力でっかまり立ち可能

"四つ遭い位での傾斜民応の増強司 古島行可能とZよるが、パヲシュ ト
及び立位での傾斜反応の出現 反応優位のためハイ・ガード

"立位での傾制反応の増強 ，(ラシュ ト反応抑制‘芋が下降
してきてミディアム・ガード

"立位での傾斜互応がさらに増強 ノ ガ ドと t"j:~J 闘の交互運動

が出現する

" 
立位での傾斜反応が吏暗 走ることができる

〈中村隆一. 1977) 

を交互に動かす

機構は共に高め

合う関係にあり

ます。両者は、

図Aにみるよう

な脳幹 ー脊髄

小脳の機能的閉

回路のもとで統

合されていると

考えられます。

どのように統合

されるのか、今

回は、膝這い動

作開始前の乳児

の姿勢変換に焦

点をあてお話し

たいと思いま

す。

機能的閉回路

における姿勢の

保持と共同運動

の統合 脊髄か

ら小脳へのフィ

ドパック回路

が腹側と背側の

両聞が考えられ

るように、脳幹

からの下行路も

前庭 。網総体脊

髄路と赤核 ー皮

質脊髄路に区分

することが可能です。こうした回

路における表裏の凶係が、姿勢の

保持と手足の共同運動の統合を実

現しているものと判断されます。

仮説ですが、発達を理解するには

魅力的です。

座位から膝遣い位への変換にみ

る姿勢反射の増強と共同運動の習

熟。 図Bは、乳児期後半における

新しい姿勢反射の出現相強と歩

行に代表される共同運動獲得の

対応関係を示しています。姿勢反

射の噌強は、同時に共同運動の習

熟過程でもあります。対称性緊張

性顕反射は、頭を上げると膝が幽

がり ー肘が伸びる、四つ遍い位保

持に好都合な反射です。 しかし、

頭の位置で子足の屈伸が強制され

たのでは進めません。減弱するこ

とにより、前に子を出し、{頃ける

という動作が誘発できます。欄内

の対応関係に注目してください。

上H主を左右に保護伸展(パランユ

ート反応)できるほど、座位は安

定します。座位が安定するほど、

対称性緊張性頚反射が噌強され、

四つ這い位保持が可能となります。

座位や四つ遣い位で躯幹を傾ける

(傾斜反応)ほど、上肢は前方に保

諮仰展でき、座位から膝這い位へ

の姿勢変換が可能となります。膝

這い位への変換は傾斜反応、を噌強

し、膝這い動作が開始されます。

移動するほどに共同運動が地強さ

れ、手足の自由は後方への保護{中

展を導き、立位の準備を整えます。

(北海道教育大学教綬)


